
箱型未来通信 2013年　春号
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安全! 安心!

全国取れたて支部便り　Vol.2 中部支部　〈 静岡県 〉編

桜前線が不意打ちのようにやって来てお花見の準備が間に合わない程のせっかちな春です。皆様はお花見をされましたか。これから桜
が咲く地域の皆様、今年は注意をしていないと不意に桜が咲いてしまうかもしれませんよ。それにしても、お花見の幹事さん計画が立て
づらくて大変そうです。
春と言えば新しいことが始まる季節です。この時期、新入社員さんがやって来て、フレッシュなメンバーが増えると気持ちがリフレッ
シュします。そこで何か新しいことを始めようといつも思うのですが、色々な理由をつけては一歩前に進むことが出来ません。最近よく
耳にすることばですが、「新しいこといつ始めるの？今でしょ！」なんて春はスタートの季節なんですがね。さて、今回の「安全・安心箱型
未来通信」は、静岡県からの取れたて支部便りと60年に一度の出雲大社大遷宮祭第2回。箱型擁壁施工事例が４件、さらに「そもそも箱型
擁壁とはのコーナー」も有ります。どうぞ最後までお付き合いください。

伊豆の恋人岬
旧来より男女二人が互いに鐘を鳴らし、その愛を確認した場所として伊豆市の廻
り崎が民話に語りつがれていた。
これにあやかって観光客が増加したことから、旧土肥町が1983年5月に廻り崎
の地名を恋人岬に改称したのが始まり。

山内容堂・勝海舟謁見の間
下田は文久三年（1863）一月十五日、
第十五代土佐藩主　山内容堂に幕臣の
勝海舟が、下田の宝福寺で謁見をした
場所。
ここで勝海舟が山内容堂に直談判し、
土佐藩を脱藩した坂本の罪が許され、
文字通り維新回天の活躍が始まった。
　町おこしとして坂本龍馬の人気にあ
やかった観光スポット。

ペリー艦隊が上陸した下田港
安政元年（1854）再来したペリーと幕
府の間でもたれた日米和親条約の交渉
過程で、開港地として下田港が提示さ
れ、その後次々とペリー艦隊が上陸し
た場所。
ペリー艦隊の乗組員が上陸したのが、
下田公園下の鼻黒の地で、ここを上陸
記念の地としてペリー記念碑が建てら
れた。

このように静岡県には、たくさんのグルメから観光名所があるので、みなさんの興味をそそる場所がきっと見つかると思います。

全国各支部の話題を、都道府県単位でお伝えしていきます。第2回は中部支部の静岡県からです。
静岡県は温暖な気候に恵まれ、豊かな海・山・大地により数多くの名産物、観光名所があります。海の幸
では、伊豆・駿河湾・遠州灘・浜名湖など各地の漁港でとれたさまざまな海の幸が堪能できます。また温
暖な気候で育った「お茶」をはじめ、各地には天城や静岡の「わさび」、由比の「桜海老」、焼津の「かつ
お」、吉田や浜松の「うなぎ」など全国的に有名な特産物も多くあります。

最近ではＢ級グルメとして富士宮やきそばや浜松の餃子などが有名になっています。
観光名所では、富士山や富士サファリパーク、白糸の滝、伊豆地方の熱海・伊東・下田・堂ヶ島などの温泉地、人気スポットの東海大学海洋
科学博物館・自然史博物館があります。
ここで最近出張ついでに立ち寄った観光スポットを紹介します。
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恋人岬「ラブコールベル」

坂本龍馬像

ペリー上陸記念碑

恋人岬「金の鐘」



施工事例紹介

市街地での災害復旧という事で現場へ向かう道路は狭く、近隣には学術
機関があり歩行者も多かった為、搬入時は特に気を使いました。施工完了
時には多くの市関係者が現場見学としてお見えになり箱型擁壁工法を
PRする事が出来ました。

仙台市太白区八木山災害復旧 宮城県

狭小地の災害復旧に活躍した箱型擁壁

奄美地区に於いて、22災で初めて箱型擁壁が採用されました。奄美市発
注で、市道3現場、林道2現場。当初、単粒土砕石の確保、背面土の粘着力等
心配ではありましたが、現場は特に問題無く終了し、経済性と施工性が大
変良いと好評を得ました。
23災の今回現場も実績を考慮されたのか、査定をクリアして発注となり
ました。また災害と並行して、鹿児島県発注分災害防除工事で2現場の実
績を残せました。奄美島内産の製品、砕石を使用すると共に、奄美の自然
環境に配慮された擁壁である為、今後も需要が見込まれます。

奄美市　名瀬浦上災害復旧 鹿児島県

奄美豪雨災害で復旧に活躍した箱型擁壁

工事箇所の施工前は、幅員が狭く急な坂道で車同士がすれ違うには非常
に厳しい場所であり竹薮になっていました。
こども園芝川リズム（保育園）への送り向かいを行う父兄の車が朝・夕と
非常に多く車の通行が困難でした。
ＦＷ施工後は、竹薮がＦＷになったおかげで、道も明るくなり非常に見通
しも良好になりました。

富士宮市羽鮒地内農道改良工事道路改良 静岡県

カーブでの見通しがよくなり安全確保に役立った箱型擁壁

新設道路本線へ合流する道路の切土面に採用頂きました。この現場は
カーブがきつく、かつ背面の用地境界制限や水路を通さなければいけな
いといった難題がある物件でした。その難題に対してカーブ施工、勾配設
定の自由度といった箱型擁壁の特徴が解決しました。用地境界や水路設
置の関係より、今回は擁壁勾配、2分5厘で積み上げています。大型ブロッ
ク積み擁壁案もありましたが、カーブでの現場打ちコンクリート箇所が
多々出てくることや、勾配調整の自由度がないため、水路が設置できない

といった点から箱型擁壁の方が優れていました。施工においても現場打ちコンクリートをほとんど使用しないため、早
く構築できると施工業者様からも好評でした。

神戸市西区道路改良 兵庫県

フレキシブルに敷設可能な箱型擁壁が曲線施道路に対応できました

県道石間下吉田線（埼玉県秩父市下吉田地内外）での擁壁設置工事です。
河川（水中）も一部含む改築工事となっております。景観（特に曲線部）が
本当に素晴らしい！また、現場道路は普通車の交互通行が出来ない箇所
がありましたが、今回及び今後の工事により、解消されることになるの
で、特に周辺住民の方々にとっては、利便性が向上すると思われます。

埼玉県秩父市下吉田地内外水中河川 埼玉県
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2013年1月号のメルマガ（箱型未来通信）でご案内させて頂きましたが、島根県の出雲地方は古来より神話の世界と深い
関わりがあります。今回はそんな「神話のふるさと出雲」についてご紹介したいと思います。
出雲といえば出雲大社が有名ですが、出雲大社にある4つの鳥居が「鉄筋コンクリート製」、「木製」、「鉄製」、「銅製」とそれ
ぞれ全部違った素材でできていることは、意外とあまり知られていません。まず本殿から一番遠くにある鳥居が①神門
(しんもん)通りの大鳥居、次に②勢溜(せいだまり)の正面鳥居、③下り参道の先・松並木の参道の鳥居、本殿に一番近い場
所にある鳥居が④拝殿前の銅鳥居になります。

出雲大社の正しい参拝は、これらの4つの鳥居のうち一番大きい神門通りの大鳥居（鉄筋コンクリート製）から始まりま
す。
神門通りの大鳥居は「道の駅大社ご縁広場」の近くにある宇迦橋(うがばし)のたもとにあり、高さが出雲大社の本殿より
1m低い23m、柱の周囲は6m、中央部の額は畳み6畳分の大きさがあります。日本一高い鳥居かと思いましたが、日本一
高い鳥居は和歌山県の熊野本宮大社にある大鳥居で、その高さは33.9mもあるそうです。ご存知の方もおられるかも知
れませんが、鳥居は神社の玄関であり大変に神聖なものです。鳥居の下を通る時は中央を避け、少し左右に寄り軽く一礼
してから通るようにしましょう。

神門通りの大鳥居を通り、たくさんのお店が立ち並ぶ表参道・神門通りを抜けると、勢溜の正面鳥居（木製）が目の前に見
えてきます。勢溜の正面鳥居の回りは昔、大きな芝居小屋などが建ち非常に賑わっていたそうです。人の勢いが溜まると
ころから勢溜という名が付いたとされています。
勢溜の正面鳥居を通り過ぎると、本殿に向かって「下り参道」が続いています。
この「下り参道」を暫く歩くと、その中ほど右手方向に社が隠れています。注意しないと見過ごすくらいに小さな社です。
ここは「祓社(はらえのやしろ)」と言われており、私たちが知らぬ間に犯した心身の汚れを祓い清めてくれる場所です。最
初にここで心身を清めてから出雲大社に参拝しましょう。
「下り参道」を通り過ぎると、今度は樹齢400年を越える「松の参道」が見えてきます。
松の参道は3つの路に分かれており、真ん中の路は昔、身分の高い人だけが通ることを許されていたそうです。今は松を保
護するために通行が禁止され、両脇を歩くように注意書きの看板が立っています。
松並木の参道の鳥居（鉄製）を通り、玉砂利の上を本殿に向かってさらに足を進めると、左手に「手水舎(てみずや)」が見え
てきます。柄杓(ひしゃく)を使い手と口をここで清めてください。お清めが終わり気持ちを静めれば、いよいよ拝殿前の銅
鳥居（銅製）を通りご神前に進み出て参拝です。
普通の神社では手を二回打つ二拍手が一般的ですが、ここ出雲大社は四拍手が正しい作法です。二度拝礼して四回拍手
(かしわで)打ち最後にまた一回拝礼する「二礼四拍手一礼」です。お祈りは自分の住所、名前を心の中で言った後にお願い
事をします。

出雲大社の4つの鳥居と正しい参拝方法

箱型擁壁トピックス

① 神門通りの大鳥居
（鉄筋コンクリート製）

表参道・神門(しんもん)通り 全国的にも珍しい「下り参道」 祓社(はらえのやしろ) 手水舎(てみずや)

② 勢溜の正面鳥居
（木製） 

③ 松並木の参道の鳥居
（鉄製） 

④ 拝殿前の銅鳥居
（銅製）
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4つの鳥居を通り心を整えて出雲大社に参拝すれば、きっとあなたの願い事は叶い良いご縁に巡り会うのではないでしょ
うか。以前はコインを投げてしめ縄に刺されば運が良いという占いのようなものがありましたが、現在は禁止されていま
す。平成の大遷宮(だいせんぐう)が終わるまでは、以上が参拝の順路となります。
余談になりますが、出雲大社にはご利益となるスポットがあります。その1つが、拝殿前の銅鳥居です。実はこの銅鳥居に
触ると金運がアップすると言われています。
もう1つは、拝殿前の銅鳥居を通り左手にある神馬(しんめ)・神牛(しんぎゅう)です。特に神馬は「かねおまさん」と呼ばれ、
鼻の部分を触ると子宝を授かると言われています。たくさんの観光客に触られて、神馬・神牛の鼻はピカピカに光り輝い
ています。

なぜ、出雲王朝がそれだけ巨大な勢力を誇っていたのか、その理由の1つに、出雲平野の高い農業生産力と日本海や宍道
湖・中海、神西湖などの豊富な水環境に加えて、奥出雲地方で鉄が豊富に産出できたという地理的好条件があったそうで
す。出雲大社の由来は古事記の中の「国譲り伝説」の中に記されています。

そして、大国主大神様が「これからかくれたる神事を治める」と言われたことから、以後、大国主大神様は人の運命や縁な
ど「目に見えないこと」を、天照大御神は現実の世界である「目に見えること」を司ることになったそうです。

それによると、豊かな出雲の国を天界から見ていた天照大
御神(あまてらすおおのかみ)（ヤマト王朝の開祖）は、自分
の子孫が治めるべきだと武槌甕神(たけみかづち)を出雲の
国に送り込み大国主大神様に迫ります。
「稲佐(いなさ)の浜」で談判した結果、下界の出雲の国は天
照大御神の治める天界の「高天原(たかまがはら)」に譲られ
ることになります。この時、大国主大神様が平和的に国を譲
ることと引き換えに要求した巨大な宮殿が出雲大社である
と言われています。

しかし、大国主大神様が本当に出雲の国を平和的に譲った
のか、あるいは天照大御神を開祖とするヤマト王朝との戦
いに敗れて奪われてしまったのか、見方を変えれば色々な
解釈ができるので議論の分かれるところだと思います。
いずれにしても、その後、出雲王朝は衰退しヤマト王朝によ
る国土統一が進むことになります。なお、稲佐の浜の近くに
は国譲りの話し合いをした場所として伝わる「屏風岩(びょ
うぶいわ)」があります。

出雲大社は伊勢神宮や日光東照宮などの格式の高い神社と並ぶほどの日本有数の神社で、
古代より多くの人々から崇(あが)められてきました。
出雲大社の祭神である大国主大神様(おおくにぬしのおおかみさま)は、須佐之男命(すさの
おのみこと)から始まった出雲王朝を繁栄させ遠くは北陸から近畿、四国、山陽の地までも
支配していたと言われており、「大国様(だいこくさま)」として慕われています。

現在では、縁結びの神様として広く知られています。出雲市にある「荒神谷(こうじんだに)
遺跡」、「加茂岩倉(かもいわくら)遺跡」からは多数の銅剣と銅鐸(どうたく)が出土し、出雲王
朝の存在を裏付けています。

出雲大社の由来と巨大本殿

出雲大社の参拝
（二礼四拍手一礼）

大国主大神様
(おおくにぬしのおおかみさま)
（大国様 (だいこくさま) ）

荒神谷(こうじんだに)遺跡
 （銅剣：358本出土）

稲佐(いなさ)の浜
巨岩：弁天島(べんてんじま)

屏風岩
(びょうぶいわ)

しめ縄
（長さ6.5m、重さ1t）

神馬(しんめ)
（かねおまさん）

神牛
(しんぎゅう)
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出雲を舞台とした古代史はこのあたりで終わりとし、ここから先は、出雲大社の本殿がどれ
ほど巨大であったのかその大きさについて触れておきたいと思います。
出雲大社の本殿は日本で最も古い神社建築様式で国宝に指定されています。高さは24mあ
りますが、昔は今の2倍の48mの高さがあったと言われているから驚きです。48mと聞い
ても想像し難いかも知れませんが、出雲大社の神楽殿(かぐらでん)の前にある国旗掲揚台
の高さが47mですので、見比べると本殿がどれほど高かったのか実感することができま
す。当時の建築技術で48mの高さの高層建築をどうやって作ったのか、長い間伝説とされ
てきました。

出雲大社の八足門前には、巨大本殿を連想できるように宇
豆柱発掘跡の印が残されています。昨年の夏から秋にかけ
て京都と東京で開催された「古事記1300年・出雲大社大遷
宮特別展」には、重要文化財に指定されている「宇豆柱」の実
物が出品され、天皇、皇后両陛下もご覧になられました。発
掘された「宇豆柱」は、出雲大社の東隣にある島根県立古代
出雲歴史博物館で展示されています。

出雲大社では現在、60年ぶりに本殿の修復や厚さ1mもある檜皮葺(ひわだぶき)屋根の葺き替え工事（平成の大遷宮）が
進められています。この事業は2013年の3月に完了して5月には大国主大神様を「御仮殿(おかりでん)」から本殿に遷座
する「本殿遷座祭(ほんでんせんざさい)」が行われる予定になっており、多くの来訪者が予想されます。
今回の本殿では4回目の御遷宮で1953年（昭和28年）以来となります。「御仮殿」は1959年（昭和34年）に拝殿として
総檜(ひのき)造りで再建されたもので、2012年4月から遷宮中の大国主大神様の仮のお住まいとなっています。そのた
め、2013年の5月までは、大国主大神様のお近くで参拝をすることができます。

しかし、2000年に本殿八足門(やつあしもん)前の出雲大社境内遺跡から本殿の床を下から支えていたとされる「宇豆柱
(うづばしら)」が発見され、その後9本の柱の中央に位置し神が宿るとされる「心御柱(しんのみはしら)」が発見されたこと
から高層本殿の可能性が一挙に高まりました。

今年の正月に、出雲大社へ参拝しましたが八足門はまだ工事中で、修理が終わった本殿の屋根の一部分しか見ることがで
きませんでした。今年の5月には美しくきらびやかな社殿がよみがえり、新調された檜皮葺屋根や防水のためにエゴマ油
や松ヤニ、鉛、石灰などを混ぜて黒に塗装（ちゃん塗り）された千木(ちぎ)や勝男木(かつおぎ)を130年ぶりに見ることが
できます。なんだか楽しみでワクワクしてきませんか。

出雲大社の平成の大遷宮（だいせんぐう）

出雲大社の巨大本殿

発掘された
「宇豆柱(うづばしら)」

実物大の
「心御柱(しんのみはしら)」

御仮殿(おかりでん)
（拝殿）

工事中の本殿
（八足門(やつあしもん)前から）

出雲大社本殿
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旧暦の10月は一般に「神無月(かんなづき)」と言われていますが、ここ出雲では全国の八百万(やおよろず)の神々様が集
まり男女の縁組みなどについて会議をされることから「神在月(かみありづき)」と呼ばれています。
地元には「神在月」の期間、神々様の邪魔をしないように建築や土木工事、掃除や爪切りをすることを遠慮し忌み慎む風習
があります。旧暦の10月10日は、夕刻から出雲大社の西方約1kmにある「稲佐の浜」で「神迎祭(かみむかえさい)・神迎神
事(かみむかえしんじ)」が執り行われ、翌旧暦の10月11日より1週間にわたって出雲大社において「神在祭」が開催され
ます。ご到着された神々様は出雲大社に滞在中、本殿の東西に1棟ずつある「十九社(じゅうくしゃ)」と呼ばれるお社に宿
泊されます。
「神在祭」の間は、普段閉まっている「十九社」の扉が全て開かれ一般公開されます。貴重な光景ですのでぜひ見ておきたい
ですね。ちなみに、八百万の神々様は、出雲大社から稲佐の浜に行く途中にある上宮(かみのみや)と呼ばれるお社で神議
(かむはかり)（会議）を行います。

昨年、古事記編纂(へんさん)1300年の記念の年を迎えたことから、2012年7月21日～2012年11月11日の間「神話
博しまね」が、島根県立古代出雲歴史博物館をメイン会場として開催されました。
これにあわせて、一畑電車の出雲大社前駅から出雲大社正面までの約330mの神門通りが趣のある石畳に生まれ変わり
装いを新たにしました。御影石(みかげいし)を1万枚以上使用しており、古い松の木や木造の土産物屋などの店舗と調和
するように配慮されています。
最近、神門通りはお土産を売っている「ご縁横丁」、勾玉(まがたま)やアクセサリーなどご縁グッズを売っているお店、古い
旅館を改装したおしゃれなカフェなど新しいお店が相次いでオープンし大変賑わっています。有名な「出雲そば」や発祥
の地とされている「出雲ぜんざい」を売っているお店もあります。

まだまだおいしい特産品はありますが、お土産として「シジミ」もお勧めです。島根県は日本有数の汽水湖である宍道湖・
神西湖があり、「大和シジミ」の産地として有名です。「大和シジミ」は0.3～1.0%の塩分濃度を好むと言われていますが、
宍道湖・神西湖はちょうどこの塩分濃度と同じ水質で「大和シジミ」の生育環境に非常に適しています。そのため、アラニ
ン・グルタミン酸などの旨み成分が生成され肉厚で良質な「シジミ」ができるのでしょう。宍道湖の中でも北側には大粒の
「シジミ」が、南側には小粒の「シジミ」が生育しており、特に産卵前の5月後半から7月半ばが1番おいしいそうです。2日
酔いには「シジミ」汁と言われるように、「シジミ」には肝臓の疲労回復を早めたり、肌を活性化させ美容をサポートするオ
ルニチンが含まれています。大切なあの人に、体想いの「大和シジミ」をお土産の1つに入れては如何でしょうか。

出雲大社の神在祭(かみありさい)

たくさんのお店が立ち並ぶ出雲神門通り

神迎祭(かみむかえさい)、
神在祭(かみありさい)

神迎神事(かみむかえしんじ)
（神楽殿）

十九社
(じゅうくしゃ)

上宮
(かみのみや)

出雲そば 神門(しんもん)通りのお店 出雲ぜんざい
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王朝時代から京都の公家は、美しい女奉公人を出雲から呼ぶ伝統があったそうです。日
本を代表とする芸能・歌舞伎の始祖として知られている「出雲阿国(いずものおくに)」や
テレビでよく見る女優の江角マキコさんは出雲市大社町の出身です。
出雲大社の西に奉納山(ほうのうざん)という小高い山（標高75m）があり、その中腹に
ある奉納山公園には歌舞伎の創始者・出雲阿国を記念し、現代歌舞伎の俳優たちが寄進
した「於国塔(おくにとう)」が建っています。
そんな出雲美人を裏付けるような実験結果が、昨年11月に某化粧品会社から発表され
ました。
それによると、全国47都道府県の女性の肌データを分析する「美肌県グランプリ」を
行った結果、最も美しい肌を持つ「美肌県」第1位はなんと島根県でした（2位：山梨県、3
位：高知県）。

その理由は、島根県は①紫外線の影響を受けにくいこと、②空気中の水蒸気密度が高く肌のうるお
いにとって良い気象条件が揃っていること、③喫煙率が全国で最も低いことが考えられるそうで
す。ひょっとすると、山陰出雲に集まる神々様の後押しもあったのかもしれませんね。

それでは、みなさん日本人の精神的なふるさと、出雲の地にぜひ一度お越し頂き、おちらと＊1たば
こしながら＊2町歩きを楽しんでください。まげな＊3見所がまだまだありますよ。お待ちしてお
ります。

注）出雲弁：*1おちらと→ゆっくりと、*2たばこする→休憩する、3まげな→すごい

おしまいに、出雲美人について

於国塔(おくにとう)

歌舞伎役者や女優も訪れる
「出雲阿国(いずものおくに)」

のお墓

参考文献）梅原猛，葬られた王朝 -古代出雲の謎を解く-，新潮文庫，2012

そもそも とは？“箱型擁壁” その７

『安全！安心！箱型未来通信』では箱型擁壁工法の施工実績を中心にお伝えしていますが、そもそも箱型擁壁工法とは
どんな工法なんでしょう？少しずつ紹介していきます。

箱型擁壁は、日本各地に見られる城の石垣をヒントに開発された可撓性のもたれ式擁壁で、寺勾配に積み上げること
が特長となっています。いわば、伝統的工法とでも言いましょうか。日本の城郭の多くは、上部が急な勾配で下部にな
るに従って緩い勾配となる弧状の寺勾配形状で空積みによる構造にもかかわらず、上下の石の組み合わせを確保して
背の高い石積み擁壁となっています。箱型擁壁も中詰め材の単粒砕石のインターロッキング効果により背の高い擁壁
となっています。

《箱型擁壁のヒントは石垣でした》

箱型擁壁を構成する基本部材としては、箱体、単粒度砕石の他には、網状の箱体目地材、基礎部の補強に使用する網状の
基礎砕石拘束材、排水施設として使用する開孔暗渠パイプなどがあります。他にも単粒砕石と背面土の間に敷設し細粒
分の流出を防止する吸い出し防止材が有ります。これらの部材が全て機能して箱型擁壁の安全がたもたれています。

《箱型擁壁を構成する基本部材について》
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また、カレーにかける醤油やソースも東京の２倍消費されています。何かを混
ぜる、これは大阪人が肌に染みこんだ文化いやDNAとも言えます。つまり、
「いっしょくた」なんです。関西の味はあっさり系なんて思っている方、意外と
複雑でがっつりもありますよ。そう言えば大阪が発祥の地と言われる「ミック
スジュース」も余り物の野菜やくだものをいっしょくたにしたジュースらし
いですよ。合理的が大好物の大阪らしいですね。 

「いっしょくた」という大阪弁があります。なんでもかんでも混ぜてしまうことを指すんです。大阪の人はとにかく複
雑な味が好きです。それは、深い味わいを求めて出汁文化にたどり着いた食の歴史があるからでしょうか。大阪のソウ
ルフーズはズバリ「混ぜもの」です。たとえば「かやくご飯」がそれです。例えば、カレーライスを食べる時にも現れま
す。あるカレーメーカーの調査によると、関西圏のカレー専門店には生卵のトッピングが欠かせないそうです。関西で
は関東の５倍の人がカレーに生卵をトッピングするそうです。

箱型擁壁協会デスクから一言

o.aya

箱型擁壁協会

TEL： 06-6390-8552
URL： http://www.hakogata.com/
E-mail： info@hakogata.com

〒532-0011　
大阪市淀川区西中島5丁目2番5号　中島第2ビル　3F

箱型芸術 館?
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